
【R6 湯江小テーマ】「自分も 友だちも みんな Smile ＆ Power up」  

～ Smileいっぱい！かがやく湯江っ子のために ～ 島原市立湯江小学校 
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令和6年4月24日（水） 

文責：校長 大槻浩二 

たくさんのご参加ありがとうございました！ 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

19 日（金）、第 1 回専門委員会、授業

参観・学級部会、PTA総会が行われまし

た。たくさんのご参加ありがとうござい

ました。 
 

第１回専門委員会では、各専門部の委員
長・副委員長が下記のとおり選出され、年

間計画について確認しました。 

教養広報 委員長 馬場継之助 

副委員長 尾崎 郁宜 

生活補導 委員長 松本 光洋 

副委員長 中村 大和 

保健体育 委員長 宮崎 信也 

副委員長 本田 洋臣 

厚生施設 委員長 高木 雄太 

副委員長 松本 綾 

＊ 敬称略 
 

５校時、今年度はじめての授業参観を行
いました。１年生は特に緊張と興奮で授

業前からドキドキ、ソワソワでしたが、１

時間しっかり話を聞いくことができまし

た。安心されたことと思います。他の学年

も新年度になって張り切っている様子を

十分見てもらえることができたと思いま

す。 

授業参観後の学級部会では、各担任から
学級経営の方針や新年度になってからの

学級の様子を伝えることができ、保護者

の皆様と共有ができました。 
 
最後に体育館で PTA 総会が開かれまし

た。令和６年度の新役員、活動計画、予算

案等を承認していただきました。学校の

教育活動が円滑に行うためには PTA 会

員の皆様のご支援とご協力が必要です。

今年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。また、総会の中では、校長あいさつを

含め、時間をいただき今年度の重点的な

教育活動を説明しました。その中で特に

保護者へのお願いとして次の 3点話しま

した。 
 

①基本的な生活習慣は、自立への一歩 

②親の見取りが習慣化への近道 

③学校と家庭は、同じ「子どもの応援団」 
 

最後まで、しっかり聞いていただきあり
がとうございました。学校と家庭・地域が

「子どもたちのため」という合言葉のも

と、同じベクトルで取り組んで参りまし

ょう。 



【R6 湯江小テーマ】「自分も 友だちも みんな Smile ＆ Power up」  

「心のバトンをつなぎ 最後まで熱くもりあがる 
運動会にしよう スマイル＆パワーアップ」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Smile 歓迎集会・歓迎遠足に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 日の代表委員会では、今年度の運動会のス

ローガンと役割分担について、話合いを行いま

した。各学級で話し合ってきたことをもとにし

て、代表の子どもたちで話し合い、今年度のス

ローガンは「心のバトンをつなぎ 最後まで熱

くもりあがる運動会にしよう スマイル＆パワ

ーアップ」となりました。運動会を思い出に残

る素晴らしい思い出にしようという子どもたち

の思いが伝わり、とても嬉しく思いました。こ

の素敵なスローガンをもとに、連休明けから練

習がスタートします。 

かわいい３６名の１年生を迎え、５月２
日（木）歓迎集会・歓迎遠足を実施します。

場所は、大野浜公園です。まず、学校で歓

迎集会を行った後、出発します。子どもた

ちの思い出に残る、Smileいっぱいの遠足

にしたいと思います。 
 

雨天時は、校内遠足になりますので雨天
時も弁当を忘れないようにお願いします。 

帰りは、運動公園から自治会ごとに集団
登校班で職員が付き添いながら帰りま

す。自宅ではなく、学童に行くお子さんや

いつもと違う地区に下校する子どももい

ると思いますので、 

帰宅先をきちんと 

子どもに確認の上、 

お知らせください。 

よろしくお願いします。 
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